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     開    議 

 

 

○大沼 久議長 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございませ

ん。よって、ただいまの出席議員は定足数に

達しております。 

本日の会議は、配付しております議事日程

第３号をもって進めます。 

 

 

  日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○大沼 久議長 日程第１、市政一般に関する

質問を昨日に引き続き行います。 

 

 

   谷口栄子議員の質問 

 

 

○大沼 久議長 それでは、順次ご指名をいた

します。 

 初めに、順位６番、議席番号４番、谷口栄

子議員。 

  （４番谷口栄子議員登壇） 

○４番 谷口栄子議員 おはようございます。 

 12月定例会に当たり、通告しております３

点について質問いたします。 

１点目、子育て支援策について質問いたし

ます。 

公明党は、去る11月５日、全国代表者会議

を契機に新しいスタートを切りました。連立

政権参画６年目となり「国民のための改革」

を加速させながら国会議員と地方議員が連携

し、地域密着型ネットワーク政党としての活

動を質・量ともに拡大していくことを誓いま

した。 

今後取り組む改革の柱の一つに子育てを社

会の中心軸と位置づけて、社会全体で支援す

る「チャイルドファースト」（子供優先）社

会の構築を掲げております。 

出産一時金の引き上げや、乳幼児医療費の

自己負担２割の対象年齢を就学前までに新た

に拡充し、児童手当の支給対象も現行の小学

３年生から小学６年生までに拡大されること

になりました。所得制限はおおむね1,000万

円までの緩和が検討されています。 

地域社会に求められている子育て支援策は、

まず、子育て支援の多様性を認識することが

大事で、核家族化、地域社会での人間関係の

希薄化、女性の社会進出、長引く不況など、

現代の社会不況と価値観の多様化に伴い、子

育て中の女性が抱える悩みも多様化していま

す。百人百様と言われる子育て中の親たちの

ニーズに個別に対応する子育て支援において

ニーズに対応するとは、自分の時間をとりた

い。病院や美容院に行くときなど、１人にな

りたいという悩みを抱える母親に対して、理

由を問わず子供を預かる一時保育の場が必要

です。 

「話し相手、友達が欲しい」というゼロ歳

児を持つ母親に対しては、子育て支援センタ

ーでの交流を通し、多くの人と友人になれる

ようアドバイスをしたり、「子供について悩

みがある。子育てに自信がない」など、その

他もろもろの悩みをカウンセリングできる

「育児相談窓口」としての子育て支援センタ

ーが開設されております。それぞれの自治体

では数多くの対応、支援策が実施されており

ます。 

また、そのために子供、子育てに関する行

政窓口も一本化する動きも広がっています。

窓口一本化や事業の効率化、住民のサービス
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